
 
 

企業内技術士シンポジウム 2023 のご案内 

2023 年 9 月吉日 
 

 

公益社団法人 日本技術士会登録グループ 

企業内技術士交流会 会長 斉藤 泰久 
 

 

テーマ 「そこまできた宇宙ビジネス ～宇宙から地球の課題解決を～」 
 

 
企業内技術士交流会は、恒例行事である「企業内技術士シンポジウム」を上記テーマにて開催いたし 

ます。今年は、3 年ぶりにオンライン形式ではなく、対面形式のみで実施いたします。 

2022 年、宇宙開発をリードするスペース X は、米国の民間企業でありながら 61 回のロケット打ち 

上げに成功しました。これは、世界のロケット打ち上げ数の約 34%になります。かつて国家事業であ 

った宇宙開発は、宇宙ベンチャーによりビジネスとして急速に進展しています。日本においても、宇宙 

ベンチャーはさまざまなビジネスを展開しており、私たちはそのサービスを利用したり、新たなサー 

ビスを共創したりできるところまで来ているようです。宇宙と聞くとご自身のビジネスと遠くかけ離 

れたものと感じる方もおられるかもしれません。しかしながら宇宙ビジネスの多くは、地球の課題解 

決に貢献し、地上の暮らしを安心、安全、豊かにするものであるようです。 

今年のシンポジウムは、日本の宇宙ビジネスをリードする 3 名の講演者をお招きしました。宇宙ビ 

ジネスの最新動向を広く学ぶとともに、顧客ニーズに応じた衛星画像の提供や軌道上にひしめくスペ 

ースデブリの除去など、先進的な企業の取り組みを詳しく知る機会となります。このシンポジウムが 

技術者として次代のビジネスを考え、新たなビジネスが生まれる機会になれば幸いです。また、ご講演 

いただく先生方や日頃接する機会の少ない異業種の方々との交流の場として、懇親会も開催いたしま 

す。奮ってご参加いただきますようお願い申し上げます。 
 

日 時 2023 年 10 月 6 日（金） 13:00～17:00（シンポジウム）、17:15～19:00（懇親会） 

場 所 芝浦工業大学 豊洲キャンパス（東京都江東区豊洲 3-7-5） 

交流棟 6 階 大講義室（シンポジウム） 

交流棟 3 階 カフェテリア（懇親会） 
 

 

基調講演 「宇宙開発利用とビジネスの新しい潮流と超小型衛星の貢献」 

東京大学大学院 工学系研究科 航空宇宙工学専攻 教授 中須賀 真一 氏 

 
講演（Ⅰ） 「小型衛星による宇宙ビジネスへの挑戦」 

株式会社アクセルスペース 執行役員 Co-CTO（宇宙機技術担当） 永島 隆 氏 
 

講演（Ⅱ） 「サステイナブルな宇宙環境の実現をビジネスにする - 宇宙新時代の新事業に挑む」 

株式会社アストロスケール 代表取締役社長 加藤 英毅 氏 

日本技術士会登録グループの CPD 行事（CPD 時間 3.0） 

定 員  約 400 名 どなたでも参加できます（技術士資格を保有していない方や学生の

方も歓迎） 



会 費 ① シンポジウム参加費：一般 2,000 円、学生 500 円 

② 懇親会参加費 ：一般、学生とも 3,000 円 
 
 
申込方法 

参加ご希望の方は、10 月 3 日（ 火）までに企業内技術士交流会ホームページの申し込み欄に必要

事 項を入力し、お申し込みください。なお、参加申込者数が定員を超えた場合、先着順とさせていただ

き ます。         企業内技術士交流会ホームページ：https://ipej-kigyonai.jp/2023/09/post-1673/ 

 

注意事項 

➢  懇親会の参加・不参加を忘れずにご記入（チェック）してください。 

➢  参加費は、当日会場でお支払いください。 

➢  シンポジウム 3 日前までに、連絡なく欠席された方には、後日参加費を請求させていただきます。 キ

ャンセルの場合は上記の申し込み用ホームページから再度連絡をお願いします。 

➢  申し込み後、受付メールが届きますので、それを印刷した用紙をお持ちください。 

➢  新型コロナウィルスの感染状況によりマスク着用をお願いすることがあります。その折はご協力 

をお願いします。 

 
お問い合わせ先 

 

企業内技術士交流会 E-MAIL：contact2022@ipej-kigyonai.jp 
 
 
（会場案内図） 

東京メトロ有楽町線「豊洲駅」 

 

 
 
 

－以上－ 

1C または 3 番出口から徒歩 7 分、 

ゆりかもめ「豊洲駅」から徒歩 9 分 

JR 京葉線「越中島駅」2 番出口から徒歩 15 分 
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